
 

入札（開札）結果 hp69 

 

 入 札 （ 開 札 ） 日 令和5年8月30日 

工 事 名 青葉中学校老朽化給水設備等更新工事 

施 工 場 所 石巻市門脇字一番谷地５１番地１０ 

工 事 種 別 
管Ａ 

（総合評価） 

概 要 

○ 工事対象施設  

校舎：鉄筋コンクリート造３階建て 

   延べ面積４，４３８㎡ 

１ 既設受水槽（ＦＲＰ製・呼称37.5㎥）からポンプ室付き受水槽（ＳＵＳ

製・呼称15㎥）へ更新  

２ 既設高架水槽（ＦＲＰ製・呼称8㎥）から新設高架水槽（ＳＵＳ製・呼称

4㎥）へ更新  

３ 既設揚水ポンプを水中式から陸上式へ更新  

４ 校舎内給水管更新    

上記に伴う仮設工事、建築工事、電気設備工事 

工 期 令和5年9月11日から令和6年4月30日 

契 約 者 
石巻市大橋二丁目1番地の1 

㈱晃和工業 

予定価格（非公表） 71,650,000円（消費税及び地方消費税の額を除く） 

調 査 基 準 価 格 66,371,753円（消費税及び地方消費税の額を除く） 

 

 

 

（単位：千円） 

№ 入札参加者 第１回 摘要 

1 ㈱アーズシステム 65,800 数値的判断基準未満につき失格 

2 ㈱向陽設備 入札無効 
須江小学校屋内運動場・水泳プール改築機械 

設備工事の落札者のため 

3 ㈱晃和工業 66,500 落札 

※入札（開札）結果の金額は、消費税及び地方消費税の額を除いた金額です。 
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